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自己紹介

1967年東京生まれ、早稲田大学卒。1994年マイクロソフト株式会社（現日本マイクロソフト株
式会社）入社。営業、経理を経て、 1995年より製品マーケティング部門でOfficeとPowerPoint
のプロダクトマネージャとして、Mac Office 4.2、Office 95、Office 97のリリースを担当。1997年
8月退社。

1998年4月に会計事務所を開業。東証マザーズ公開会社やタリーズコーヒー
ジャパン㈱の取締役や監査役を歴任、プロ野球を中心とするスポーツメディア会
社、半導体化学薬品メーカー、半導体業界コンサルティング会社をはじめとする
複数のベンチャー企業の取締役、監査役、早稲田大学非常勤講師を勤める。

また、各種パソコン雑誌のライターとして業務ソフトやOffice関連の執筆活動も
展開している。著書に｢『あるある』で学ぶ 忙しい人のためのパソコン仕事術｣(イ
ンプレス)など30冊ほど。



生成AIって
知っていますか？



ChatGPTの出現！

• web版とアプリ版

• 無料

•無料（ChatGPT）

• GPT-3.5-turbo

• 有料（ChatGPT Plus）

•月額20ドル

• GPT-4-Turbo、Bing検索
を踏まえた回答、拡張機能の
利用



生成AIとは

さまざまなコンテンツを生成できるAIのこと。従来のAIが決められた行為の
自動化が目的であるのに対し、生成AIはデータのパターンや関係を学習し、
新しいコンテンツを生成することを目的としている。



生成AIができること

画像生成
テキストによる指示で
オリジナル画像を生成

代表例：Stable Diffusion

音声生成
音声/テキスト入力で
新たな音声を生成

代表例：Voicebox

テキスト生成
「プロンプト」送信で
自動的にテキストを生成

代表例：ChatGPT

動画生成
テキストによる指示で
オリジナル動画を生成

代表例：Gen-2



生成AIの活用例

⚫ 必要な社内データの抽出

⚫ 文章の要約

⚫ キャッチコピーのアイデア創出

⚫ Webサイト用の背景素材の作成

⚫ プログラミングのコード生成やデバッグ

⚫ 会議音声の文字起こし など



なぜこんなことができるのか？

人間の脳の働きを模倣する大規
模言語モデル（LLM）と呼ばれる
計算モデル、深層学習モデルによっ
て、膨大な量のテキストデータを学
習し、人間のような自然な言語生
成や理解を実現している。

学習データ量とパラメータ数（分
岐数）を増やしていきながら、処理
速度を上げることによって、性能が
向上していく。



ChatGPTとは？

ChatGPTは、GPTをベースにしたチャットボット技術。

GPTとは、OpenAI社が開発した技術で、「Generative Pre-trained 
Transformer」の略。テキストの生成、文章の要約、質問応答、文書分
類などの自然言語処理タスクに利用される。大量のテキストデータを学習す
ることで、自然言語処理に必要な知識を獲得している。



GPTの変遷

2018年 GPT パラメータ1.2億/学習データ4GB

2019年 GPT-2 パラメータ15億/学習データ40GB

2020年 GPT-3 パラメータ1,750億/学習データ45TB 

2022年 GPT-3.5 パラメータ3,550億/学習データ45TB 

2023年 GPT-4 パラメータ5,000億～1兆/学習データ825TB

GPT-4-Turbo 学習データ、やり取りデータの拡張

2024年 GPT-4.5-Turbo

2025年 GPT-5

202x年 GPT-6

1GB=5億6,000万文字
1TB=5,600億文字



GPT-4.5-Turbo

1. 入力データ量が倍増
128,000トークン（10万語）→ 256,000トークン（20万語）
Claude3 20万トークン（通常利用）を超える

Anthropic社が開発。回答拒否の頻度が低い
［Haiku］軽量高速型、チャートやグラフ入りの論文（約1万
トークン）を3秒以内に読む。
［Sonnet］無償版、GPT-3.5相当
［Opus］有償版、高知能型、GPT-4相当
［マルチモーダル機能］ビジョン機能により、写真やチャート、グ
ラフなどを高精度で読み取る。



GPT-5に期待される7つの能力

1. マルチモーダルな理解の拡大

2. インタラクティブ・マルチメディアの実現

3. 一般的な能力を持つAIロボット

4. 自律的に学び進化するAIモデル

5. 未来を予測し、仮想世界を創造する力

6. 医療や科学、ビジネスを変革

7. パーソナライズされたバーチャルアシスタント



税理士業務における
ChatGPT



ChatGPTで今できること（1/3）

⚫ データ分析と未来予測

月次試算表、3-5期比較損益計算表を用いて、財務分析や未来予測
を行うことができる。

⚫ 文書要約

テキストやPDF、webの判例や論文を要約させたりQ&Aを作成させるこ
とができる。



Demonstration



ChatGPTで今できること（2/3）

⚫ 音声データから議事録作成

ChatGPTが単独でできることではないが、他の生成AIを使って音声
データから文字起しをして、ChatGPTで要約
し、議事録に仕上げる

⚫ 契約書のレビュー

顧問先との契約書など、不明確な条項や潜在的なリスクを確認して、シ
ポートしてくれる。



Demonstration



ChatGPTで今できること（3/3）

⚫ データとAPI接続

• API接続とは、異なるアプリケーション同士が常時接続している状態

• ChatGPTと会計データ、販売、仕入、在庫データ、表計算データなど
とAPI接続することによって、質問者が、口頭で質問することによって、
ChatGPTがデータ検索して、実績や現在状況、予測を回答をしてく
れる。



• 会計データをデータベースとして使えように入力する技術が求められる
ようになる。



Demonstration



私がChatGPTで定型的にやっていること

• 日本語の文章を作成したら、英語、中国語、モンゴル語に変換してくれて、
その翻訳した外国語の文章の日本語訳を表示してくれる。

• 外国語のメールまたはチャットが届いたら、日本語訳をしてくれて、その返
信の内容を日本語で書くと、送ってきた外国語でビジネス形式のメールま
たはチャットを作成してくれると同時に、日本語訳を表示してくれる。

• 意味の分かりにくい複数の質問が入った長文のメールが届いたら、質問
事項をまとめてくれてくれる。



私がその他にChatGPTでやっていること

• CLOVA Noteを使って会議を録音して、文字起しをやった文章を元に議
事録作成をする。

• 会議前に話すことを箇条書きにして、それを配布資料として文章化しても
らいWordで体裁を整えて提供する。



仕訳入力の自動化はできるのか？

⚫ 仕訳入力の完全自動化はChatGPTには不可能ですが、パターン化さ
れた仕訳入力は、ChatGPTを使わずとも自動化することは可能です。

⚫ 会計事務所で行っている仕訳入力は、経験に
基づく推測による情報整理で行っていることが
多いため、そのような部分においてはGPTの活
躍の場が出てくる可能性は多分にある。



94-96%ぐらいまでなら可能になる！



ChatGPTは税理士
業務を変えのるか？





会計業務

請求書や領収書と現
金の時代

コンピュータからコン
ピュータへの情報を紙
と人がつなぐ時代

電子マネーとデータ
交換の時代

コンピュータからコン 
ピュータへ情報が自
動的に流れる時代

Before After 



税理士事務所の業務は?

通貨の
デジタル化

請求回収、
支払の自動

化

記帳処理の
自動化

AIによる会
計データ分析

記帳代行業
務は…



次世代生成AI

⚫ 特化モデルの登場
→ 会計業務特化型の生成AIの登場

⚫ メモリ容量の大幅増加
→ 処理情報量の増大

⚫ 処理可能情報の大幅増加
→ 会議（音声）、書類（文書）、証憑類（画像）、仕訳データをもと
に総合的に処理

⚫ 継続学習の実現
→ 質問ごとに情報がリセットされず、パーソナライズ化が進む



スーパーAI税理士の登場

世界中の税法、判例、事例、論文等を学習したAIが登場

➔ 経験豊かな著名税理士を多数有する大規模事務所の優位性が低下

しかし…

• （アナログ時代の）ノイズの多いデータや個別事
例、法律の際は処理が困難

• 責任を取ることができない

• 感情は持ち得るが、人の気持ちを汲み取ることが
できない



会計事務所も組織が大きく変化



税理士業務のデジ
タル化は待ったなし



税理士の業務の電子化等の推進

（税理士の業務における電磁的方法の利用等を通じた納税義務者の利便
の向上等）

第二条の三 税理士は、第二条の業務を行うに当たつては、同条第一項
各号に掲げる事務及び同条第二項の事務における電磁的方法（電子情
報処理組織を使用する方法その他の情報通信の技術を利用する方法をい
う。第四十九条の二第二項第八号において同じ。）の積極的な利用その
他の取組を通じて、納税義務者の利便の向上及びその業務の改善進歩を
図るよう努めるものとする。



2つのデジタル化

自分自身のデジタル化

▪ 生き残るために

▪ 既存事業の生産性を向上

クライアントのデジタル化

▪ 空いたリソースで

▪ 新規事業として付加価値を創造 



どう違う？

ICT化

従来の作業、業務の
効率化

デジタル化

従来のプロセスの高
度化と新たなサービ
スやビジネスモデルの
実現

DX推進

従来のビジネスモデ
ル、業務、組織、プロ
セス、企業文化・風
土を変革し、競争上
の優位性を確立



紙での運用のデメリット

書類作成 受け渡し

書類管理データ入力

押印



ペーパーレス化の手順

紙での保管
を止める

内部で紙による
情報交換を禁止

外部への紙での
情報提供を中止

外部から紙での
情報受領を停止



弊所では…

紙での保管
を止める

内部で紙による
情報交換を禁止

外部への紙での
情報提供を中止

外部から紙での
情報受領を停止



紙での保管を止める

再度検索、閲覧するとわかっている文書
•クラウドドライブ（Microsoft SharePoint）にマニュアル
に従って一定のルールで整理して保存

•誰が閲覧してもわかるように手間を掛ける

再度検索、閲覧するかどうかは不明な文書
•事務所サーバーに担当者の判断で保存
•保存してあればOK、いざとなったら探すことに時間は掛けるが、
保存のための手間を掛けない



内部で紙での情報交換を止める

定型業務
•業務をオンラインでリスト化
•ワークフローシステムを利用して承認し、ミスを削減

非定型業務
•チャット（CahtWork、LINE WORKS、Messenger）ま
たは電子メールにてコミュニケーション

•タスク（ChatWork）として依頼



外部への紙での情報提供を有償化

定型文書
•クラウドドライブ（Microsoft SharePoint）にマニュアル
に従って一定のルールで整理して保存

•誰が閲覧してもわかるように手間を掛ける

非定型文書
•担当者が後から確認できる任意の方法にて、デジタル文書で
提供

•何かあった時に後から探せればOK



外部から紙での情報受領の有償化を開始

電子帳簿保存法への対応
•電子取引の証憑類：オンラインで共有化
•その他の証憑類：会計・給与年調データ、スキャンデータをオ
ンラインで共有化

有償化（令和5年10月以降）
•年一については、紙で証憑類をお預かりする場合に電子化す
ることを名目に有償化



デジタル化の4つのポイント

同じ情報を二人以上
で入力しない！

データを揃える！

入力した情報は
共有する！

意味と責任の所在を考える！



AIを使った
新サービスの提供



業務自動化の構築と保守管理

証憑の入手 会計ソフト入力 各締め処理 報告資料作成

• 通帳
• 利用明細
• 請求書
• 領収書
• レシート
• 納税通知書 等

証憑の自動取込

• 売掛帳
• 買掛帳
• 現預金出納帳
• 立替経費精算 等

仕訳の自動入力

• 月次締め
• 四半期締め
• 年次締め

突合･調整の自動化

• 原価計算
• 試算表
• 決算書

抽出･出力の自動化



ワークフローシステム

稟議書、出張報告書、経費精算申請書、休暇届など、組織内の様々な申
請を電子化して、効率的に承認・回覧するための電子稟議システムのこと

起票者 承認者 最終承認者 保管

• 電子帳簿保存法への
対応

• データ再利用（集計、
分析）



AIによる完全自動化の構築と保守管理

証憑の入手 会計ソフト入力 各締め処理 報告資料作成

• 通帳
• 利用明細
• 請求書
• 領収書
• レシート
• 納税通知書 等

証憑の自動取込

• 売掛帳
• 買掛帳
• 現預金出納帳
• 立替経費精算 等

仕訳の自動入力

• 月次締め
• 四半期締め
• 年次締め

突合･調整の自動化

• 原価計算
• 試算表
• 決算書

抽出･出力の自動化



AIワークフローシステム

AIが自動的に様々な申請を起票し、確認してくれる。人が行うのは、最終
承認のみ

起票AI 確認AI 最終承認者 保管

• 電子帳簿保存法への
対応

• データ再利用（集計、
分析）



新しいビジネスモデル
の構築



税理士のシン･DXの推進

⚫ 現在のDX化は、単なる「D」デジタル化でしかなく「X」トランスフォーメー
ション（変革）が欠けている。

⚫ 税理士業界の強みは、大先輩方が作り上げた記帳代行、決算申告、税
務相談から成る「顧問報酬」制度。 次世代生成AIが破壊!?

⚫ デジタル化をベースにした新たなビジネスモデルが必要

⚫ 800億円超の市場を持つ「与信情報ビジネス」はどうであろうか？
現在は税理士が作成した情報を無償提供しているが、ビックデータとして
ビジネス化可能



まとめ

ChatGPTは、税理士の従来型ビ
ジネスモデルの脅威となり得るが、
シン･DX化することで新たなビジネ
スモデルを構築するチャンスが到来
している！
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